
分科会紹介

目指すべき

都市実装の

将来像

西新宿でのガイダンスシステム実装を通じて、障がい、世代、国籍を問わ

ず、より多くの人が同じように対話したり、情報を享受できる社会を実現す

る。

先端技術を活用した

ユニバーサルコミュニケーション分科会

取組内容 今後の検討内容
• スマートグラスを使ったサービスの受容性評価、普及への取組
• 話者の声、環境音の音声認識技術の開発
• 感情フォント、オノマトペなどによる最適な表現方法の開発

※分科会参加企業・団体については、HP上に掲載しております

ハード

スマートグラス、スマートフォン、

サイネージ、透明ディスプレイ、

・・・・・

ソフト

コンテンツにあった感情フォント、

デバイスやコンテンツ毎に最適化
されたレイアウト、・・・・・

エリア共通基盤

スマートボール、5G通信環境、西新宿エ
リアOS、オープンスペースデータライブラリ、

・・・・・

西新宿先端サービス実装・産官学コンソーシアム

／西新宿スマートシティプロジェクト

生活者と

地域事業者の

関係を活性化させる

＜触媒＞

対象者が増える

・聴覚障がい者

・高齢者

・外国人

・・・・・

・・・・・

利用者が増える

生活者

居住者、通勤者、

来街者

コンテンツが増える

・きっかけが増える

・行動が増える

・場が増える

・交流が増える

・気持ちが高まる

・・・・・

・・・・・イベント・ツアー企画

事業者

街中交流スポット

事業者

地域事業者

事業者が増える

ユニバーサル

コミュニケーション


